
感染委員会のみんなの
頑張りを発表する機会として、
1月21日、2月17日の2回に分
けて成果発表会を行いました。
発表者はドキドキでしたが、日ご
ろの取り組みや成果のわかる発
表会でした。
お疲れ様でした。

毎年行っている、患者さまへの年賀状の取り組み。
今年は、12月31日に夜勤をしていた主任さんが、元旦に
患者さまにメッセージ入りの年賀状を配達してくれまし
た。患者さまは、とても喜ばれ、ベッドサイドに長く飾
られていたそうです。
退院時にも忘れないように持って帰られました。が、記
念撮影を忘れてしまいました。
嬉しそうにされていた患者さまの笑顔をお届けできない
のが残念です。でも、喜んでくださった顔が目に浮かぶ
ので、皆さんで関わった患者さまの笑顔を想像してくだ
さいね。

看護師は、患者さまの命を守る、介護士は患者さまの生活を守る、この
言葉を当法人の介護長が言われました。
当院には、介護をしていて看護師になりたいと思い、頑張って看護師に
なったスタッフがたくさんいます。最近は特に多くなりました。目指した
理由を聞くと、確実な知識にもとづき、病態生理を理解したい、医療行為
ができるようになりたい、急変したときに、対応できる力をつけたいなど
があります。でも、介護の方が楽しかったと、介護のプロとしてのやりが
いの声を聞くこともあり、どのように関われば、看護師の仕事のプレッ
シャーから抜け出し、命を守るケアを行うことにやりがいが持てるのか、
キャリアアップしたと感じてもらえるのか、日々悩むことがあります。
看護師の仕事が本当に楽しいのに。。。

看護部長のひとりごと

フレイルとは、加齢によって心身が老化し、健康
と要介護の間の虚弱な状態を指します。病気では
ありませんが、介護が必要になりやすい状態です。
厚生労働省は健康寿命延伸に向けた施策の柱のひ
とつとして「フレイル対策」を挙げており、
2020年から「フレイル健診」が全国で開始され
ています。家族に高齢者がおられる方は元気で過
ごしてもらえるように一度、健診をすすめてあげ
てください。経験豊富な医師が診察してくれます。

Ｅ

長く行っていなかった、
病棟のレクレーションを行いました。
訪問看護師による漫談手品と、看護学生さ
んが実習最終日だったので「よさこい」の踊り
を披露してくれました。
患者さまやご家族の方、他病棟の方も来ら
れていて、笑顔や驚きの表情や普段見られ
ないような手をたたく動作などもあり「楽しかっ
た」「良かった」という声が聞かれました。
ありがとうございました。

Ｅ


